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３世帯 

本　月 前月比 

〔アドレス〕shimin@city.wakkanai.hokkaido.jp
〔市ホームページ〕www.city.wakkanai.hokkaido. jp

広
報
 

稚
内
市
の
人
口
 

12月の交通事故発生状況（12月15日現在） 

（
12
月
15
日
現
在
）
 

件数 6 （73）、 死者 0 （ 1 ）、傷者 11 （102） 
（　）内は今年の累計 

1月 

成
果
で
も
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
 

さ
ん
に
と
っ
て
も
新
た
な
名
所
で
 

す
か
ら
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
 

た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
こ
数
年
、
本
市
に
と
っ
て
歴
 

史
的
な
出
来
事
の
節
目
を
迎
え
ま
 

す
。
今
年
は
市
制
施
行
60
年
で
あ
 

り
、
会
津
藩
士
が
宗
谷
の
防
備
に
 

つ
い
て
2
0
0
年
で
も
あ
り
ま
す
。

 
ま
た
、
2
0
0
9
年
は
間
宮
林
 

蔵
が
樺
太
探
検
を
し
、
島
で
あ
る
 

こ
と
を
確
認
し
て
2
0
0
年
に
あ
 

た
り
ま
す
。
こ
の
短
い
期
間
に
先
 

人
は
多
く
の
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

21
世
紀
に
入
り
、
そ
う
し
た
足
跡
 

を
確
め
、
ま
た
元
気
な
稚
内
を
築
 

き
上
げ
る
契
機
に
し
た
い
と
考
え
 

て
い
ま
す
。
 

　
折
か
ら
、
駅
前
再
開
発
を
中
心
 

に
活
力
の
あ
る
中
心
市
街
地
を
創
 

出
さ
せ
る
都
市
再
生
に
取
組
ん
で
 

い
ま
す
。
完
成
の
暁
に
は
新
た
な
 

稚
内
の
顔
が
生
ま
れ
ま
す
。
記
念
 

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
、
外
部
か
 

ら
も
多
く
の
人
々
を
迎
え
入
れ
、
 

新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
 

た
だ
き
、
厳
し
い
環
境
を
乗
り
切
 

る
た
め
の
第
一
歩
に
し
た
い
と
思
 

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
 

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

稚
内
市
長
　
横
　
田
　
耕
　
一
 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
お
元
気
に
新
 

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
 

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
昨
年
来
、
原
油
の
高
騰
に
よ
っ
 

て
、
灯
油
の
価
格
が
急
上
昇
し
、
 

家
計
の
や
り
く
り
も
大
変
な
こ
と
 

と
推
察
い
た
し
ま
す
。
 

　
12
月
に
は
価
格
の
急
上
昇
に
対
 

応
し
、
緊
急
対
策
と
し
て
高
齢
者
 

の
方
々
へ
の
支
援
を
決
定
い
た
し
 

ま
し
た
。
 

　
も
ち
ろ
ん
福
祉
灯
油
制
度
は
続
 

け
ま
す
。
 

　
経
済
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境
 

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
昨
年
4
月
 

に
「
副
港
市
場
」
が
オ
ー
プ
ン
い
 

た
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
底
引
網
 

漁
業
の
基
地
と
し
て
、
か
つ
て
は
 

多
く
の
漁
船
が
水
揚
げ
を
し
、
賑
 

わ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
い
わ
ば
本
 

市
の
産
業
の
象
徴
的
な
場
所
で
も
 

あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
水
揚
げ
を
 

対
岸
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
漁
船
 

の
係
留
場
所
で
あ
り
、
水
産
都
市
 

と
し
て
の
歴
史
を
思
い
起
こ
す
こ
 

と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
再
生
さ
 

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
　
 

　
半
年
あ
ま
り
で
30
万
人
を
越
え
 

る
来
場
者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
こ
れ
ま
で
大
変
多
く
の
イ
 

ベ
ン
ト
を
開
催
し
頑
張
っ
て
き
た
 

２面：第７回市議会定例会から 

３面：市民参画による新しい総合計画策定（第4回） 

４面：確定申告はお早めに 

５面：社協だより稚内 

６面：社協だより稚内 

 

７面：地域包括支援センターを紹介します 

８面：市民カレンダー 

９面：インフォメーション 

10面：井戸端情報館 

：今月のおすすめ本 

輝く未来は子どもたちの手に！　明年4月オープンする幼保施設（認可）「オアシス保育園」の園児23名 輝く未来は子どもたちの手に！　明年4月オープンする幼保施設（認可）「オアシス保育園」の園児23名 

2008年がスタートしました。 
市民の皆さんにとって明るく輝く未来となりますことを、 

心よりお祈り申し上げます。 

2008年がスタートしました。 
市民の皆さんにとって明るく輝く未来となりますことを、 

心よりお祈り申し上げます。 
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１２
月
３
日
か
ら
９
日
間
の
 

会
期
で
開
催
さ
れ
た
、
市
議
 

会
第
７
回
定
例
会
で
は
、
横
 

田
市
長
か
ら
の
「
一
般
行
政
 

報
告
」
や
１２
月
補
正
予
算
の
 

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

※
一
般
行
政
報
告
は
、
全
文
 

 
を
一
部
要
約
し
て
載
せ
て
 

 
い
ま
す
。
 

 

起
因
す
る
公
害
発
生
を
未
然
に
 

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
 

公
害
防
止
の
措
置
、
発
生
時
の
 

対
応
等
に
つ
い
て
の
内
容
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
「
宗
谷
岬
牧
場
環
 

境
保
全
検
討
委
員
会
」
で
、
河
 

川
環
境
の
把
握
、
改
善
の
方
法
 

等
の
協
議
を
行
い
、
地
域
周
辺
 

の
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
 

ま
す
。
 

  　
国
に
お
い
て
、
都
市
機
能
を
 

コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
た
ま
ち
 

づ
く
り
を
進
め
、
中
心
市
街
地
 

の
再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
 

「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
の
改
正
 

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
伴
い
、
延
床
面
積
が
 

１
０
’
０
０
０
㎡
を
超
え
る
店
 

舗
、
飲
食
店
、
展
示
場
、
遊
技
 

場
等
の
大
規
模
集
客
施
設
は
、
 

１１
月
３０
日
か
ら
、
近
隣
商
業
地
 

域
、
商
業
地
域
、
準
工
業
地
域
 

の
３
用
途
地
域
に
立
地
が
限
定
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
法
改
正
後
も
、
準
工
業
地
域
 

で
は
、
大
規
模
集
客
施
設
の
立
 

地
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
 

都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
 

積
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
 

た
め
に
は
、
同
地
域
に
お
い
て
 

も
延
床
面
積
が
１
０
’
０
０
０
 

㎡
を
超
え
る
大
規
模
集
客
施
設
 

の
立
地
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
更
に
現
在
、
「
中
心
市
街
地
 

活
性
化
基
本
計
画
」
の
改
正
を
 

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
認
定
 

条
件
と
し
て
、
準
工
業
地
域
で
 

   響
か
せ
、
大
喝
采
を
浴
び
る
な
 

ど
、
歌
声
を
通
し
て
青
少
年
文
 

化
交
流
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
石
垣
島
ま
つ
り
で
の
 

「
市
民
大
パ
レ
ー
ド
」
に
も
参
 

加
し
、
「
北
海
て
っ
ぺ
ん
お
ど
 

り
」
を
披
露
し
ま
し
た
が
、
沿
 

道
に
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
市
民
 

か
ら
大
声
援
を
受
け
る
な
ど
、
 

あ
ら
た
め
て
両
市
の
友
好
交
流
 

の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が
 

で
き
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
次
代
を
担
う
子
ど
も
 

た
ち
は
も
と
よ
り
、
市
民
レ
ベ
 

ル
で
の
交
流
が
永
続
的
に
行
わ
 

れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
を
い
た
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

   　
北
海
道
遺
産
で
あ
る
宗
谷
丘
 

陵
全
体
の
環
境
保
全
は
地
元
自
 

治
体
の
責
務
で
あ
り
、
関
係
者
 

全
て
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
も
、
宗
谷
畜
産
開
 

発
公
社
は
環
境
対
策
を
講
じ
て
 

き
ま
し
た
が
、
地
元
漁
協
や
住
 

民
の
方
か
ら
、
過
去
の
施
設
管
 

理
に
つ
い
て
ご
指
摘
を
頂
き
ま
 

し
た
。
 

　
こ
れ
ら
指
摘
事
項
の
改
善
に
 

多
く
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
 

１１
月
２
日
に
本
市
、
宗
谷
漁
業
 

協
同
組
合
、
株
式
会
社
宗
谷
岬
 

牧
場
の
三
者
に
お
い
て
、公
害
防
 

止
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
協
定
は
、
牧
場
経
営
に
 

 
昭
和
６２
年
、
本
市
と
沖
縄
県
 

石
垣
市
が
友
好
都
市
提
携
を
結
 

ん
で
以
来
、
本
年
で
２０
年
と
い
 

う
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
 

り
、
去
る
１１
月
２
日
か
ら
６
日
 

ま
で
の
日
程
で
、
「
稚
内
市
民
 

の
翼
」
市
民
交
流
団
の
１
０
６
 

名
を
組
織
し
て
、
石
垣
市
を
訪
 

問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
市
民
交
流
団
に
は
、
市
内
各
 

団
体
や
実
行
委
員
、
一
般
募
集
 

に
よ
り
参
加
さ
れ
た
市
民
の
方
 

々
の
ほ
か
、
本
市
の
子
ど
も
合
 

唱
団
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ボ
イ
ス
」
 

も
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

　
石
垣
で
の
滞
在
中
は
、
エ
ン
 

ジ
ェ
ル
ボ
イ
ス
が
石
垣
児
童
合
 

唱
団
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ジ
ョ
 

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
「
子
ど
も
 

合
唱
祭
」
に
も
参
加
し
、
会
場
 

い
っ
ぱ
い
に
爽
や
か
な
歌
声
を
 

の
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
規
 

制
を
行
な
う
こ
と
が
課
せ
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、既
存
の
特
別
 

用
途
地
区
の
一
つ
で
あ
る
特
別
 

工
業
地
区
を
含
め
、本
市
の
全
て
 

の
準
工
業
地
域
に
お
い
て
、大
規
 

模
集
客
施
設
の
立
地
制
限
を
行
 

な
う
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
特
別
工
業
地
区
が
指
 

定
さ
れ
て
い
な
い
準
工
業
地
域
 

に
お
い
て
「
特
別
用
途
地
区
」
 

を
都
市
計
画
に
定
め
る
と
共
に
、
 

全
て
の
同
地
域
に
お
い
て
、
延
 

床
面
積
が
１
０
’
０
０
０
㎡
を
 

超
え
る
大
規
模
集
客
施
設
の
建
 

築
制
限
を
行
な
う
「
特
別
用
途
 

地
区
建
築
条
例
」
の
制
定
を
予
 

定
し
て
い
ま
す
。
 

   　
９
月
議
会
に
お
い
て
、
新
た
 

な
高
齢
者
住
宅
等
を
含
め
た
再
 

開
発
ビ
ル
計
画
に
つ
い
て
報
告
 

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
計
 

画
の
進
捗
状
況
と
概
要
を
報
告
 

い
た
し
ま
す
。
 

　
前
回
、
建
物
の
全
体
構
成
と
 

し
て
７
階
建
て
を
検
討
す
る
意
 

向
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
日
 

ま
で
の
計
画
検
討
の
結
果
、
高
 

齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
を
こ
れ
ま
 

で
の
４０
戸
か
ら
３
タ
イ
プ
の
７３
 

戸
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
 

全
体
と
し
て
は
、
９
階
建
て
の
 

建
物
と
な
り
、
延
べ
床
面
積
、
 

約
9
’
0
0
0
㎡
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
各
階
の
床
構
成
は
、
１
階
は
 

約
１
’
６
0
0
㎡
で
、
従
前
の
 

再
開
発
ビ
ル
の
機
能
を
そ
の
ま
 

ま
に
敷
地
内
を
最
大
限
利
用
し
 

て
、
ア
ト
リ
ウ
ム
や
、
ま
ち
づ
 

く
り
会
社
の
取
得
す
る
店
舗
用
 

の
床
、
宗
谷
バ
ス
、
コ
ン
ビ
ニ
、
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
エ
ン
ト
 

ラ
ン
ス
、
約
４０
台
分
の
駐
車
場
 

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
２
階
は
、
１
’
４
0
 

0
㎡
で
、
こ
れ
ま
で
の
映
画
館
、
 

公
共
床
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
 

と
機
械
室
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
 

　
３
階
か
ら
９
階
ま
で
は
各
床
 

面
積
約
８
５
０
㎡
で
、
３
階
に
 

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
浴
場
設
 

備
、
介
護
事
業
者
の
事
務
所
を
、
 

４
階
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
 

を
想
定
し
た
１８
室
を
、
５
・
６
 

階
に
は
小
型
タ
イ
プ
の
住
宅
を
 

４０
戸
、
７
・
８
階
に
は
、
中
型
 

タ
イ
プ
の
住
宅
を
２８
戸
、
９
階
 

に
は
、
大
型
タ
イ
プ
５
戸
の
設
 

置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
計
画
見
直
し
の
結
果
、
 

全
体
事
業
費
は
約
３３
億
円
と
な
 

り
、
う
ち
、
本
市
の
負
担
額
と
 

し
て
は
、
法
定
の
再
開
発
補
助
 

金
と
し
て
３
億
６
千
万
円
と
周
 

辺
整
備
の
２
億
２
千
万
円
、
地
 

域
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
ア
ト
リ
 

ウ
ム
等
の
保
留
床
取
得
費
と
し
 

て
３
億
９
千
万
円
、
内
装
整
備
 

費
５
千
万
円
の
計
１０
億
２
千
万
 

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
全
体
の
事
業
期
間
は
、
２３
年
 

１２
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
 

す
が
、
実
際
の
工
程
で
は
、
２
 

期
に
分
け
て
の
工
事
を
予
定
し
 

て
お
り
、
１
期
工
事
で
、
２２
年
 

２
月
ま
で
に
映
画
館
、
バ
ス
事
 

業
者
、
コ
ン
ビ
ニ
を
含
む
１
棟
 

目
部
分
を
完
成
し
、
２
期
工
事
 

と
し
て
残
り
の
ア
ト
リ
ウ
ム
、
 

商
業
床
、
高
齢
者
住
宅
関
係
の
 

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
市
と
し
て
は
、
今
回
の
市
 

街
地
再
開
発
事
業
に
よ
る
市
街
 

地
活
性
化
の
拠
点
整
備
、
交
通
 

結
節
点
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
 

公
共
的
な
賑
わ
い
創
出
の
場
と
 

し
て
、
１
階
に
オ
ー
プ
ン
な
多
 

目
的
広
場
と
し
て
の
ア
ト
リ
ウ
 

ム
、
２
階
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
 

や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
コ
 

ー
ナ
ー
等
を
含
む
交
流
ス
ペ
ー
 

ス
、
会
議
や
町
内
会
活
動
の
た
 

め
の
市
民
活
動
室
と
備
品
庫
等
、
 

専
有
床
面
積
で
約
１
’
２
0
0
 

㎡
の
公
共
用
の
床
購
入
を
予
定
 

し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
住
宅
事
業
者
と
調
整
 

を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
た
 

め
、
事
業
費
及
び
事
業
規
模
の
 

変
更
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
願
 

い
ま
す
。
 

　
全
体
の
施
設
完
成
時
に
は
、
 

最
北
端
の
駅
で
あ
り
、
ま
た
国
 

道
の
終
点
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
 

は
利
尻
・
礼
文
、
サ
ハ
リ
ン
を
 

結
ぶ
海
の
玄
関
口
と
な
る
「
港
 

オ
ア
シ
ス
」
と
一
体
と
な
っ
た
 

「
道
の
駅
」
の
指
定
を
予
定
し
 

て
い
ま
す
。
 

  　
第
４
次
と
な
る
市
の
総
合
計
 

画
策
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
 

ト
調
査
等
で
い
た
だ
い
た
多
く
 

の
市
民
意
見
や
調
査
結
果
の
取
 

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
 

ろ
で
す
。
 

　
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
 

も
と
に
出
来
上
が
る
総
合
計
画
 

の
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
 

ん
に
審
議
い
た
だ
く
機
関
と
し
 

て
、
２５
名
の
委
員
に
よ
る
「
稚
 

内
市
総
合
計
画
審
議
会
」
を
１０
 

月
３１
日
に
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
審
議
会
に
は
、
総
合
計
画
の
 

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
の
案
 

に
つ
い
て
、
委
員
の
専
門
的
な
 

知
識
や
経
験
に
則
し
た
意
見
を
 

い
た
だ
く
旨
を
諮
問
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
出
来
上
が
る
総
合
 

計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
 

画
の
案
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
 

の
答
申
で
頂
い
た
意
見
な
ど
を
 

適
切
に
反
映
さ
せ
、
２０
年
１２
月
 

定
例
会
に
提
案
で
き
る
よ
う
策
 

定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

    　
本
市
の
第
３
期
介
護
保
険
事
 

業
計
画
で
は
、
１９
年
度
基
盤
整
 

備
と
し
て
、
宗
谷
・
天
北
地
区
 

の
圏
域
に
お
い
て
認
知
症
対
応
 

型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
 

ホ
ー
ム
）
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
・
９
 

室
・
９
名
の
施
設
整
備
を
計
画
 

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
９
月
の
公
募
で
１
事
業
所
よ
 

り
応
募
が
あ
り
、
そ
の
後
、
事
 

業
所
選
定
を
介
護
保
険
運
営
協
 

議
会
へ
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
、
 

１０
月
２４
日
決
定
を
し
ま
し
た
。
 

　
事
業
者
名
は
、
社
会
福
祉
法
 

人
「
緑
ヶ
丘
学
園
」
、
事
業
所
 

名
称
は
、
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
 

稚
内
緑
寿
苑
」
、
開
設
場
所
は
、
 

声
問
５
丁
目
２７
番
２０
号
で
す
。
 

平
成
１９
年
　

稚
内
市
議
会
第
7
回
定
例
会
か
ら

一
般
行
政
報
告
 

稚
内
市
・
石
垣
市
友
好
 

都
市
提
携
２０
周
年
記
念
 

事
業
「
市
民
交
流
団
」
 

の
訪
問
 

宗
谷
丘
陵
地
域
の
 

　
　
　
公
害
防
止
協
定
 

特
別
用
途
地
区
の
変
更
 

再
開
発
ビ
ル
計
画
の
 

　
　
　
　
　
　
見
直
し
 

第
4
次
総
合
計
画
策
定
 

宗
谷
・
天
北
圏
域
の
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
 

決
定
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FMわっかない（76.1MHz）で新番組「市政ふれあい通信」毎月第3日曜日、午前10時から放送中！ 

庁
の
名
称
を
「
（
仮
称
）
総
合
 

振
興
局
」
へ
変
更
す
る
こ
と
と
 

し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
原
案
に
よ
り
、
現
在
の
 

14
支
庁
体
制
か
ら
９
支
庁
体
制
 

と
な
り
、
宗
谷
支
庁
も
「
宗
谷
 

総
合
振
興
局
」
と
名
称
が
変
わ
 

り
ま
す
が
、
支
庁
機
能
は
そ
の
 

ま
ま
存
続
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
 

り
ま
す
。
 

　
今
後
、
道
議
会
に
お
い
て
も
、
 

こ
の
原
案
に
対
す
る
議
論
が
重
 

ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
 

原
案
は
本
市
の
要
望
に
沿
っ
た
 

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

そ
の
議
論
の
経
過
を
し
っ
か
り
 

見
据
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
 

て
い
ま
す
。
 

り
方
を
検
討
す
る
中
で
、
現
在
 

の
支
庁
制
度
の
見
直
し
を
進
め
 

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
中
で
、
支
庁
所
管
区
域
 

の
再
編
と
し
て
、
現
在
の
１４
支
 

庁
体
制
か
ら
６
支
庁
体
制
に
再
 

編
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
支
庁
が
廃
止
 

さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
社
 

会
的
、
経
済
的
影
響
が
非
常
に
 

大
き
い
こ
と
か
ら
、
廃
止
対
象
 

と
な
る
支
庁
所
在
地
の
７
自
治
 

体
に
よ
り
「
支
庁
制
度
改
革
に
 

係
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
治
体
」
 

を
立
上
げ
、
地
域
の
議
会
代
表
 

や
経
済
界
代
表
な
ど
と
共
に
支
 

庁
存
続
に
向
け
た
要
望
を
道
議
 

会
や
知
事
へ
強
く
訴
え
て
ま
い
 

り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
市
と
し
て
支
庁
の
存
 

続
を
訴
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
主
体
 

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
う
た
 

め
積
極
的
に
権
限
移
譲
を
受
け
 

入
れ
、
こ
の
圏
域
で
中
核
と
な
 

る
自
治
体
と
し
て
の
姿
勢
を
貫
 

い
て
き
ま
し
た
。
 

　
道
は
、
支
庁
再
編
に
つ
い
て
 

本
年
９
月
に
、
「
支
庁
制
度
改
 

革
の
検
討
状
況
」
を
示
し
、
更
 

に
１１
月
の
道
議
会
第
４
回
定
例
 

会
に
「
新
し
い
支
庁
の
姿
（
原
 

案
）
」
を
提
示
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
中
で
、
支
庁
の
所
管
区
 

域
を
新
た
な
総
合
計
画
を
推
進
 

す
る
上
で
の
６
区
域
に
す
る
こ
 

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
 

「
道
北
地
域
」
及
び
「
道
央
地
 

域
」
に
お
い
て
は
様
々
な
地
域
 

条
件
に
配
意
し
、
複
数
の
支
庁
 

を
配
置
す
る
こ
と
、
ま
た
、
支
 

　
整
備
内
容
は
、
改
築
に
よ
る
 

新
規
開
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
第
３
期
の
基
 

盤
整
備
は
計
画
通
り
実
施
さ
れ
 

る
こ
と
と
な
り
、
地
域
密
着
型
 

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
地
域
に
根
 

ざ
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
も
 

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

    　
去
る
１１
月
１６
日
東
京
都
内
に
 

お
い
て
、
ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
 

ッ
ク
ス
の
松
坂
大
輔
投
手
の
御
 

両
親
へ
『
松
坂
記
念
館
を
実
現
 

す
る
会
』
が
市
民
か
ら
募
っ
た
 

７
’
４
８
７
人
の
署
名
及
び
応
 

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
き
込
ま
れ
 

た
寄
せ
書
き
４
枚
を
引
き
渡
し
 

ま
し
た
。
 

　
こ
の
署
名
は
、
『
松
坂
記
念
 

館
を
実
現
す
る
会
』
が
約
２
か
 

月
間
に
わ
た
り
市
内
各
所
に
お
 

い
て
記
念
館
の
誘
致
に
向
け
て
 

署
名
活
動
を
行
っ
た
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

　
同
会
よ
り
、
「
市
か
ら
松
坂
 

投
手
の
関
係
者
へ
直
接
手
渡
し
 

て
欲
し
い
」
と
託
さ
れ
た
こ
と
 

か
ら
、
市
民
を
代
表
し
、
熱
い
 

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
署
名
及
 

び
寄
書
き
を
松
坂
投
手
本
人
が
 

帰
国
し
た
際
に
見
て
い
た
だ
き
、
 

記
念
館
を
熱
望
す
る
市
民
の
気
 

持
ち
を
受
け
止
め
、
前
向
き
に
 

検
討
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
 

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

  　
北
海
道
は
、
組
織
機
構
の
あ
 

市民参画による策定作業が進んでいます！　（その２） 
　先月号から引き続き、市民参画による新しい総合計画の策定に向けた作 
業の様子を紹介してまいります。 

 

市民参画による新しい総合計画策定 第4回 

12月補正予算 

【一般会計補正予算の主な内容】 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
 
 
 
‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

総　務　費 
 
 
 
民　生　費 

2,664万8千円 
 
 
 

9,796万1千円 

※新・省エネルギー推進事業費補助金、生活交通路線維持 
　費補助金　ほか 
 
 
※燃料高騰緊急対策事業、地域介護・福祉空間整備等交付 
　金、生活保護費　ほか 

【一般会計】 
【特別会計】 
【企業会計】 
【補正総額】 

▲6億510万7千円 

807万1千円 

1,440万7千円 

▲5億8,262万9千円 
※一般会計、特別会計、企業会計を含めた予算総額の前年 
　度期比は、1．1％の減となります。 

　市民が安心感を得られる「生き生き安心なまち」の 
実現に向けた政策、「安心して住みつづけられるまち」 
を目指す取組みとして、介護・保健予防事業の充実を 
図るため、本市独自に70歳以上の高齢者の方に対して、 
「肺炎球菌予防接種対策事業」を実施する予算計上を 
行いました。 

　家庭用灯油価格の急激な値上がりにより、高齢者世 
帯への負担が急増しています。このため緊急的に高齢 
者世帯への負担軽減を図るため、独自の対策として「燃 
料高騰緊急対策事業」を実施する予算計上を行いまし 
た。 

‥‥‥‥‥ 
 
 
 
‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

土　木　費 
 
 
 
教　育　費 

▲7億5,677万円8千円 
 
 
 

1,469万9千円 

※稚内駅前地区市街地再開発事業、稚内駅周辺道路整備事 
　業、市有地管理事業　ほか 
 
 
※全日本中学生バトミントン選手権大会北北海道予選会補 
　助金ほか 

　11月 6 日午後 4 時から、市役所 
内の会議室にて、高校生によるワ 
ークショップ会議が開催されまし 
た。この日は、市内 3 高校から計 
19名が出席し、 3 つのグループに 
分かれて、稚内市の将来の人口推 
計（参考値）から考えら 
れる課題や問題点、その 
解決策などについて話し 
合いました。 
 

　10月31日、学識経験者、民間団体の 
代表者、一般公募の市民など25名から 
なる稚内市総合計画審議会が発足しま 
した。まず、横田市長から各委員に委 
嘱状が交付され、引き続き審議会が開 
催されました。その席で新しい総合計 
画の基本構想と基本計画について、横 
田市長から審議会に対して諮問（専門 
的な知見や経験などからの意見を求め 
ること）いたしました。 
　今後平成20年11月頃まで審議が続け 
られる予定となっております。 

稚内市総合計画審議会が発足！ 

 

新しい総合計画策定に関するお問い合わせは、 
　　　　　　　　　　　　　　　　市役所政策経営室（123－6187）まで 

高校生が考えた将来のわっかない 高校生が考えた将来のわっかない 

◎どんな問題が起きるか 
　¡子どもが減ると学校が減ってしまう 
　¡稚内で働く場所がなく、職を求めて 
　　どんどん人が出て行く 
　¡一人暮らしのお年寄りが増える　など 
◎どんな対応をしていくか 
　¡学校を１クラス15人などの少人数制 
　　にする 
　¡無駄な土地を開拓するのではなく、 
　　今ある土地にたくさんの人が住める 
　　環境をつくる 
　¡若者の積極的なボランティア活動　など 
◎どんな街にしたいか（まとめ） 
　¡安心！！安全！！稚内！！ 
　¡街と人を思いやる心（のある街） 
　¡オレ、めっちゃ住みたい！！稚内 
 

横田市長から高橋副会長に諮問文が手渡されました⇒ 

 

（ほんの一例） 

高校生も計画づくりに参加しました！ 高校生も計画づくりに参加しました！ 

「（
仮
称
）松
坂
記
念
館
 

の
実
現
を
願
う
署
名
」
 

の
引
渡
し
 

支
庁
再
編
 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 衛　生　費 612万5千円 
※肺炎球菌予防接種対策事業、廃プラスチック中間処理施 
　設整備事業　ほか 
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申
告
期
間
は
2
月
18
日
（
月
）
 

か
ら
3
月
17
日（
月
）ま
で
で
す
。
 

 　
例
年
、
申
告
期
間
の
初
め
の
 

数
日
や
申
告
期
限
が
近
づ
き
ま
 

す
と
、
受
付
窓
口
が
混
雑
し
、
 

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
 

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
 

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
市
役
所
で
は
、
3
月
 

1
日
、
2
日
及
び
3
月
9
日
、
 

15
日
の
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て
 

も
申
告
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

（
稚
内
税
務
署
で
は
行
っ
て
お
 

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
 

い
。）
 

　
年
末
調
整
を
し
た
給
与
所
得
 

者
で
他
に
所
得
が
な
け
れ
ば
、
 

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
な
ど
 

は
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

①
給
与
収
入
が
2,
0
0
0
万
円
 

　
を
超
え
る
方
 

②
2
つ
以
上
の
会
社
か
ら
給
与
 

　
を
も
ら
っ
て
い
る
方
 

③
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
を
 

　
超
え
る
所
得
の
あ
る
方
 

④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
 

　
族
で
、
そ
の
会
社
か
ら
給
与
 

　
以
外
の
支
払
い
を
受
け
て
い
 

　
る
方
 

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
主
な
人
 

確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
 

戻
る
可
能
性
の
あ
る
人
 

確
定
申
告
の
際
に
は
、
次
の
 

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

受
付
会
場
の
変
更
に
つ
い
て
 

　
め
に
は
申
告
が
必
要
に
な
り
 

　
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）
 

■
ご
本
人
ま
た
は
扶
養
し
て
い
 

　
る
方
が
要
介
護
認
定
を
受
け
 

　
て
い
る
場
合
、
状
況
に
よ
っ
 

　
て
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
 

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
市
 

　
介
護
高
齢
課
へ
申
請
し
て
く
 

　
だ
さ
い
。
障
害
者
控
除
の
対
 

　
象
と
な
る
と
き
は
、
認
定
書
 

　
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
確
定
 

　
申
告
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
 

　
い
。
 

■
申
告
を
し
な
け
れ
ば
受
け
ら
 

　
れ
な
い
控
除
も
あ
り
ま
す
の
 

　
で
、
申
告
の
案
内
が
な
い
方
 

　
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
 

　
い
。
 

 　
市
課
税
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
　
1
2
3
―
6
3
9
2

⑤
商
売
を
営
ん
で
い
る
方
や
自
 

　
営
業
の
方
 

⑥
不
動
産
収
入
の
あ
る
方
 

⑦
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
 

⑧
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
 

　
い
る
方
 

⑨
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
て
 

　
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
 

　
い
る
方
　
　
　
　
　
　
な
ど
 

①
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
 

②
災
害
や
盗
難
で
被
害
を
受
け
 

　
た
方
 

③
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
 

　
寄
付
を
し
た
方
 

④
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
、
自
 

　
宅
の
新
築
・
増
改
築
を
し
た
 

　
方
 

⑤
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
 

　
調
整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
 

　
方
 

⑥
年
末
調
整
の
際
に
、
生
命
保
 

　
険
料
控
除
や
扶
養
親
族
控
除
 

　
な
ど
の
漏
れ
の
あ
っ
た
方
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
 

①
確
定
申
告
書
用
紙
（
先
に
税
 

　
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
用
紙
 

　
が
あ
れ
ば
必
ず
お
持
ち
く
だ
 

　
さ
い
。
そ
の
他
の
方
々
は
、
 

　
受
付
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
 

 

　
ま
す
。）
 

②
平
成
19
年
分
の
収
支
内
訳
書
 

（
収
入
、
仕
入
、
必
要
経
費
な
 

　
ど
の
記
入
し
た
も
の
）
 

③
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
 

（
給
与
収
入
の
あ
る
方
）
 

④
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
 

（
公
的
年
金
等
の
収
入
の
あ
る
 

　
方
）
 

⑤
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
 

　
の
支
払
証
明
書
 

⑥
国
民
健
康
保
険
税
、
任
意
継
 

　
続
の
社
会
保
険
料
、
介
護
保
 

　
険
料
等
の
領
収
書
（
平
成
19
 

　
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
）、
 

　
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
 

　
書
 

⑦
ご
本
人
ま
た
は
扶
養
し
て
い
 

　
る
方
が
障
害
者
手
帳
を
お
持
 

　
ち
の
場
合
は
、
そ
の
手
帳
 

⑧
医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
費
 

　
控
除
を
受
け
る
方
）
※
あ
ら
 

　
か
じ
め
病
院
・
薬
局
ご
と
に
 

　
金
額
を
集
計
し
て
お
い
て
く
 

　
だ
さ
い
。
 

⑨
印
鑑
（
還
付
金
が
発
生
し
た
 

　
場
合
に
銀
行
振
込
等
に
な
り
 

　
ま
す
の
で
、
口
座
番
号
を
ひ
 

　
か
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。）
 

　
受
付
会
場
が
市
役
所
4
階
委
 

員
会
室
に
な
り
ま
す
。
お
間
違
 

え
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
願
い
 

ま
す
。
 

 

そ
の
他
 

■
所
得
税
の
申
告
を
済
ま
せ
た
 

　
方
は
、
市
・
道
民
税
の
申
告
 

　
も
済
ま
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
 

　
す
。
し
か
し
、
所
得
税
が
か
 

　
か
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
市
 

　
・
道
民
税
の
申
告
は
し
な
け
 

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

■
未
申
告
の
場
合
に
は
、
金
融
 

　
機
関
、
公
営
住
宅
、
保
育
所
、
 

　
学
校
等
の
申
込
み
や
児
童
手
 

　
当
の
届
出
、
指
名
願
、
年
金
 

　
の
申
請
な
ど
に
必
要
な
所
得
 

　
証
明
、
課
税
証
明
な
ど
の
税
 

　
に
関
す
る
各
種
証
明
の
交
付
 

　
が
す
ぐ
に
で
き
な
い
場
合
が
 

　
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
 

　
さ
い
。
 

（
※
所
得
の
ま
っ
た
く
な
か
っ
 

　
た
方
で
も
、
所
得
証
明
や
課
 

　
税
証
明
の
発
行
を
受
け
る
た
 

　
昭
和
43
年
度
か
ら
開
始
し
た
 

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
平
成
 

20
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
 

に
な
り
ま
す
。
 

　
現
在
で
は
、
民
間
保
険
会
社
 

等
の
多
種
多
様
な
傷
害
保
険
が
 

普
及
・
充
実
し
て
き
た
こ
と
に
 

よ
り
、
年
々
加
入
者
が
減
少
し
 

て
お
り
、
当
初
の
目
的
を
お
お
 

む
ね
達
成
さ
れ
た
も
の
と
判
断
 

し
、
事
業
を
廃
止
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
 

る
方
が
、
平
成
20
年
3
月
31
日
 

ま
で
に
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
 

場
合
、
保
険
請
求
に
つ
い
て
は
、
 

事
故
の
報
告
を
「
事
故
発
生
日
 

か
ら
30
日
以
内
」、請
求
期
間
は
 

「
事
故
発
生
日
か
ら
1
年
以
内
」
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
請
 

求
期
間
中
は
市
市
民
生
活
課
で
 

受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
市
市
民
生
活
課
 

　
　
生
活
交
通
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
1
2
3
―
6
4
1
3

所
得
税
の
確
定
申
告
と 

市
・
道
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に 

事業所得、青色申告、譲渡所得に関する申告は税務署で受付けます。 

所得税の確定申告・市道民税の申告受付日 

地区名 

声問 

勇知 

沼川 

曲渕 

会　場 

稚内市役所 
4階委員会室 

稚内税務署  

受付日 

町 内 会 館  2月13日（水） 

受付時間 

午前 午後 

10：00～ 
　12：00

1：00～ 
　　2：00

勇 知 地 区 
宿泊研修施設 2月12日（火） 10：00～ 　12：00

稚内市役所 
沼 川 支 所 2月8日（金） 10：00～ 　12：00

町 内 会 館  2月8日（金） 1：30～ 
　　3：00

2月18日（月）～ 
　3月17日（月） 

2月18日（月）～ 
　3月17日（月） 

9：00～ 
　12：00

1：00～ 
　　4：00

9：00～ 
　12：00

1：00～ 
　　4：00

問
い
合
わ
せ
 

市
民
交
通
傷
害
保
険
が
廃
止
に
な
り
ま
す
 

　
今
般
、
灯
油
価
格
が
急
激
に
 

上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
 

平
成
19
年
度
に
限
り
、
次
の
と
 

お
り
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
 

支
給
の
対
象
／
 

　
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
満
 

65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
 

れ
る
非
課
税
世
帯
で
、
か
つ
19
 

年
度
分
の
合
計
所
得
金
額
及
び
 

年
金
収
入
額
の
合
計
が
世
帯
員
 

各
々
80
万
円
以
下
で
あ
る
世
帯
 

（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
 

方
、
入
院
・
施
設
入
所
中
の
方
 

を
除
き
ま
す
。）
 

※
す
で
に
福
祉
灯
油
の
対
象
と
 

　
な
っ
て
い
る
方
は
対
象
に
な
 

　
り
ま
せ
ん
。
 

支
給
内
容
／
1
世
帯
あ
た
り
 

　
1
0
0
リ
ッ
ト
ル
分
の
給
油
 

　
券
を
支
給
 

申
請
方
法
／
受
付
開
始
は
1
月
 

　
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
詳
細
は
後
日
、
新
聞
等
で
お
 

　
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
市
社
会
福
祉
課
 

　
福
祉
・
援
護
グ
ル
ー
プ
 

　
　
1
2
3
―
6
4
5
3

燃
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業
に
つ
い
て
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
い
お
年
を
お
 

迎
え
の
事
と
存
じ
ま
す
。
 

　
昨
年
一
年
間
稚
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
心
温
ま
 

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
戴
き
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
昨
年
九
月
、
民
生
委
員
制
度
が
で
き
て
九
十
周
年
を
祝
う
 

行
事
と
し
て
、
当
社
協
も
参
画
し
桂
三
枝
さ
ん
『
人
生
に
笑
 

い
の
花
束
を
』
の
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
千
人
も
の
観
衆
 

を
手
玉
に
取
る
よ
う
に
、
場
内
が
一
挙
に
笑
い
の
渦
に
招
き
 

込
む
匠
の
技
と
も
言
う
か
の
凄
さ
、
全
員
が
涙
を
流
し
な
が
 

ら
笑
い
転
げ
る
さ
ま
に
驚
い
た
の
も
、
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
 

な
気
が
し
ま
す
。
こ
ん
な
笑
い
が
続
く
と
ど
ん
な
重
い
病
で
 

も
、
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
と
言
う
笑
い
の
効
果
も
本
当
だ
ろ
 

う
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
赤
字
経
営
を
続
け
て
き
た
介
護
三
事
業
も
、
訪
問
 

介
護
部
門
の
献
身
的
な
努
力
で
平
成
十
九
年
度
は
僅
か
で
す
 

が
、
や
っ
と
黒
字
決
算
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
職
員
・
 

ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬
の
一
部
カ
ッ
ト
に
も
め
げ
ず
に
頑
張
っ
て
 

く
れ
た
お
陰
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
道
内
各
地
の
多
く
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
の
方
々
か
 

ら
財
政
的
な
支
援
を
受
け
て
い
る
事
例
が
目
立
ち
ま
す
。
 

　
喜
び
や
悲
し
み
ご
と
に
際
し
地
域
福
祉
の
一
助
に
と
寄
せ
 

ら
れ
る
も
の
が
大
半
で
す
。
 

　
例
え
ば
道
北
の
Ｈ
市
、
年
間
三
百
万
円
以
上
に
、
他
町
で
 

も
こ
の
半
分
く
ら
い
の
ご
厚
志
が
あ
り
ま
す
。
 

　
土
地
柄
、
習
慣
や
風
習
に
も
よ
り
ま
す
が
当
市
で
も
こ
ん
 

な
ご
厚
志
が
多
く
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
法
人
会
費
、
住
民
会
費
の
減
少
分
が
こ
ん
な
形
で
補
填
で
 

き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
 

　
今
年
一
年
、
こ
の
街
が
思
い
や
り
に
満
ち
た
街
で
あ
る
事
 

を
祈
り
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
 

    　
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
事
業
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
う
 

事
業
で
、
市
内
の
町
内
会
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
費
 

用
は
社
協
で
負
担
し
、
企
画
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
町
内
 

会
福
祉
部
、
育
成
部
、
民
生
委
員
等
が
連
携
し
行
う
も
の
 

で
す
。
町
内
在
住
の
独
居
高
齢
者
・
高
齢
者
夫
婦
世
帯
を
 

対
象
に
、
お
弁
当
を
自
宅
へ
届
け
た
り
、
会
食
会
を
開
く
 

等
町
内
会
の
「
ふ
れ
あ
い
地
域
づ
く
り
」
の
き
っ
か
け
に
 

な
れ
ば
と
実
施
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
は
、
南
四
町
内
会
、
ひ
か
り
町
内
会
、
大
黒
三
 

町
内
会
、
潮
見
第
二
町
内
会
、
さ
く
ら
ヶ
丘
町
内
会
、
下
 

勇
知
町
内
会
の
6
町
内
会
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
 

町
内
会
で
は
年
度
末
ま
で
に
実
施
を
し
ま
す
。
 

稚
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

伊

戸

川
　
　
久
 

会
　
長
 

高齢者とお弁当を楽しく食べる町内のこどもたち 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
 

　
　
　
事
業
実
施
し
ま
し
た
 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
 

　
　
　
事
業
実
施
し
ま
し
た
 

新
春
の
ご
挨
拶
 

新
春
の
ご
挨
拶
 

　稚内市社会福祉協議会では、ホームヘルパー業務多忙につき、 
パートヘルパーを募集しています。 
　介護福祉士またはホームヘルパー２級課程修了者で、自家用 
車で勤務可能な方。勤務時間は相談に応じます。 
　履歴書を社会福祉協議会事務局に持参いただくか、郵送でも 
かまいません。 
 
　詳しくは　社会福祉法人稚内市社会福祉協議会 
　　　　　　　　　ホームヘルパーステーション 
　　　　　 住　所：稚内市宝来2丁目2－24 
　　　　　 電　話：23－6540

　稚内市障害者ス 
ポーツ大会と共催 
の「12.9障害者の 
日記念事業」は、 
去る12月8日（土）、 
約100名の参加者 
を得て「ふれあい 
ボウリング大会」 
が朝日ボウルに於 
いて盛大に開催さ 
れました。 
　参加者は、日頃 
からボウリングを楽しんでいる方や久しぶりにボウリングをした 
方など様々でしたが、参加者どうし楽しい一時を過ごせました。 

稚内市社会福祉協議会では 
パートヘルパーを募集中です 
稚内市社会福祉協議会では 
パートヘルパーを募集中です 
稚内市社会福祉協議会では 
パートヘルパーを募集中です 

急募！急募！急募！

12.9 障害者の日記念事業 
「ふれあいボウリング大会」 

盛大に開催される 

12.9 障害者の日記念事業 
「ふれあいボウリング大会」 

盛大に開催される 

12.9 障害者の日記念事業 
「ふれあいボウリング大会」 

盛大に開催される 
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平成19年９月１日～平成19年11月30日（敬称略） ■金銭預託 
氏　　　名 金　額（円） 寄　付　先 寄　　付　　理　　由 

・寄付をされた個人、または法人 
　は確定申告によって寄附金控除 
　が受けられます。 
 
　所得税法第78条第 2 項第 3 号 
　・法人税第37条第 2 項及び第 
　 3 項第 3 号 

税法上の特典  

　掲載している、個人・企業名等 
については、寄付者にあらかじめ、 
氏名等の掲載について、ご了承を 
得ております。 

個人情報保護について 

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金中間報告 赤い羽根募金・歳末たすけあい募金中間報告 赤い羽根募金・歳末たすけあい募金中間報告 

7,700,000円 目標額 

円 円 5,941,013

929,189

5,941,013円 みなさまからの 
募 金 額 

12月9日現在の実績額です。 

赤い羽根共同募金 

7,150,000円 目標額 

929,189みなさまからの 
募 金 額 

歳末たすけあい募金 

円 円 円 

　皆様からいただいた会費は、「ボランティア事業」「福祉委員 
事業」等の社会福祉事業に大切に活用させていただきます。 

この中間報告は12月9日までの募金額です。 

社協会員会費の中間報告 

5,069,063円 
平成19年度中間実績額 

住民会費 

特別会費 

団体会費 

法人会費 

3,272,273円 

271,000円 

161,000円 

1,364,790円 

年金のお受け取りは で 本　　店　1  23－5131 
南 支 店　1  23－5141 
北 支 店　1  23－4371 
東 支 店　1  32－3651 
富岡支店　1  33－5151 
鬼志別支店　1    2－2121 
浜頓別支店　1    2－2323 
枝幸支店　1  62－1281 
雄武支店　1    4－3322

中頓別支店　1    6－1121 
歌登支店　1  68－2141 
豊富支店　1  82－1200 
幌延支店　1    5－1224 
天塩支店　1    2－1553 
遠別支店　1    7－2251 
利尻富士支店　1  82－1126 
利尻支店　1  84－2525 
礼文支店　1  86－1050

旭川支店　1  23－2311 
神居支店　1  62－6262 
末広支店　1  57－7111

札幌支店　1272－5531 
清田支店　1886－5588

理 事 長　増　田　雅　俊 

あなたの大切な年金はぜひ、便利な当信用金庫の年金自動受取をご利用下さい 

たけのこの会　会長　釜口英子 
㈱北海道栄養士会宗谷支部 
支部長　兼平　恵子 
渡辺　ツヤ・悦郎 
成　田　ハルエ 

ノースバレーカントリークラブ 
日吉町内会婦人部長　高橋恵子 

匿　　　　名 
匿　　　　名 
匿　　　　名 
匿　　　　名 
匿　　　　名 

沼川民謡会　会長　津田　晃 
生　本　清　八 
上　埜　一　郎 
匿　　　　名 
鉢　呂　徳　二 

愛 情 銀 行  
 

愛 情 銀 行  
 

愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
愛 情 銀 行  
一 般 寄 付  
一 般 寄 付  
一 般 寄 付  
一 般 寄 付 
老人福祉センター 

ふくしフェスタにて手芸コーナー体験の募金箱 
 
事業に役立てていただきたい 
 
100歳の長寿の内祝いを廃して福祉の為に役立てて欲しい 
市からの敬老祝金を親のない子ども達へ 
チャリティーゴルフ大会の益金を福祉の為に役立ててほしい 
フリーマーケットの収益金の一部を福祉の為に役立ててほしい 
市からの敬老祝金を福祉の為に役立ててほしい 
市からの敬老祝金を福祉の為に役立ててほしい 
市からの敬老祝金を福祉の為に役立ててほしい 
10月18日金婚式を記念して福祉の為に役立てて欲しい 
福祉の為に役立ててほしい 
沼川チャリティーショーの益金の一部を福祉の為に役立てて欲しい 
101歳を迎えて福祉のために使っていただきたい 
市からの敬老祝金を福祉の為に役立ててほしい 
福祉の為に役立ててほしい 
母が生前お世話になったので福祉の為に役立ててほしい 

6,504  
10,000  
100,000 
30,000 
20,733 
10,000 
30,000 
20,000 
30,000 
50,000 
100,000 
20,000 
30,000 
30,000 
3,565 
30,000



FMわっかない（76.1MHz）で新番組「学びふるさと再発見」毎週木曜日、午後2時から放送中！ 
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平
成
２０
年
度
４
月
か
ら
、
現
 

行
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
 

り
ま
す
。
 

　
今
月
号
で
は
、
保
険
料
に
つ
 

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
医
療
給
付
等
に
必
要
な
財
源
 

は
、
患
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
 

で
支
払
う
一
部
負
担
金
を
除
く
 

と
、
被
保
険
者
の
保
険
料
（
１
 

割
）
と
、
国
や
道
、
市
町
村
か
 

ら
の
公
費
（
約
５
割
）
、
現
役
 

世
代
か
ら
の
支
援
金
（
約
４
割
）
 

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
 

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
ご
と
 

に
算
定
さ
れ
、
被
保
険
者
全
員
 

が
等
し
く
負
担
す
る
「
被
保
険
 

者
均
等
割
額
」
と
所
得
に
応
じ
 

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
に
 

区
分
さ
れ
ま
す
。
 

　
個
人
の
保
険
料
は
、
均
等
割
 

額
と
所
得
割
率
か
ら
な
る「
保
険
 

料
率
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

　
保
険
料
率
は
、
平
成
２０
・
２１
 

年
度
に
お
い
て
、
年
間
、
均
等
 

割
額
が
４
３
’
１
４
３
円
、
所
 

得
割
率
が
９
・
６
３
％
で
す
。
 

　
な
お
、
保
険
料
の
年
間
の
限
 

度
額
は
、
５０
万
円
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
１１
月
２２
日
開
会
の
 

広
域
連
合
議
会
で
決
ま
っ
た
も
 

の
で
す
。
 

　
保
険
料
は
、
原
則
、
介
護
保
 

険
料
と
同
様
に
、
年
金
か
ら
自
 

動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
年
 

    額
１８
万
円
未
満
の
方
や
、
後
期
 

高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
 

険
料
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
 

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、
 

８
期
（
予
定
）
に
分
け
て
、
納
 

付
書
な
ど
の
方
法
で
納
め
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
保
険
料
の
軽
減
や
減
 

免
、
年
間
保
険
料
の
目
安
に
つ
 

い
て
は
、
２
月
号
で
お
知
ら
せ
 

し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
総
合
窓
口
課
医
療
給
付
グ
 

　
ル
ー
プ
1
２
３
―
６
４
１
１
 

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
 

　
域
連
合
1
０
１
１
―
２
９
０
 

　
―
５
６
０
１
 

    　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
 

高
齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
 

え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
 

平
成
１８
年
４
月
１
日
に
市
の
直
 

営
に
て
設
置
さ
れ
た
部
署
で
す
。
 

　
こ
こ
で
は
、
住
み
慣
れ
た
稚
 

内
で
、
安
心
し
て
生
活
を
継
続
 

で
き
る
よ
う
保
健
師
・
社
会
福
 

祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
 

な
ど
の
専
門
家
が
連
携
し
、
福
 

祉
・
医
療
・
権
利
擁
護
な
ど
の
 

サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
（
総
合
的
）
 

・
継
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
 

に
調
整
等
を
行
い
ま
す
。
　
 

　
ま
た
、
特
定
高
齢
者
の
介
護
 

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
介
 

護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
や
サ
ー
 

ビ
ス
の
調
整
な
ど
）
を
実
施
し
、
 

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
一
 

人
ひ
と
り
が
活
動
的
で
生
き
が
 

い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
 

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
 

　
介
護
予
防
支
援
事
業
所
と
し
 

て
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
介
護
 

認
定
結
果
に
よ
り
要
支
援
１
・
 

２
の
方
に
対
し
て
の
介
護
予
防
 

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自
身
の
力
 

を
最
大
限
に
生
か
し
た
自
立
を
 

目
指
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
 

支
援
し
て
い
ま
す
。
 

    　
そ
の
方
に
対
し
て
介
護
の
状
 

態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
 

め
の
計
画
（
プ
ラ
ン
）
を
作
成
 

し
、
保
健
課
で
実
施
し
て
い
る
 

次
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
 

い
て
い
ま
す
。
 

●
通
所
 

①
い
き
い
き
健
康
運
動
教
室
 

（
運
動
器
の
機
能
向
上
）
 

　
転
倒
の
予
防
、
身
体
の
柔
軟
 

性
や
筋
力
の
向
上
を
は
か
る
た
 

め
の
教
室
で
す
。
 

 ②
健
口
（
け
ん
こ
う
）
教
室
 

（
口
腔
機
能
の
向
上
）
 

　
口
腔
内
の
健
康
保
持
と
「
噛
 

む
・
飲
み
込
む
」
を
良
く
す
る
 

た
め
の
教
室
で
す
。
 

 ③
栄
養
教
室
（
栄
養
改
善
）
 

　
低
栄
養
状
態
や
病
気
の
予
防
 

を
は
か
る
た
め
の
教
室
で
す
。
 

 ●
訪
問
（
閉
じ
こ
も
り
予
防
・
 

　
う
つ
予
防
・
認
知
症
予
防
）
 

　
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
 

保
健
師
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。
 

 問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

２
階
）
 

　
　
　
　
1
２
３
―
８
５
８
５
 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
 

平
成
２０
・
２１
年
度
の
保
険
料
率
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

①　対象となるのは75歳以上の方及び65歳以上で一定の障が 
　いがある方です。 
②　被保険者一人ひとりが、負担能力に応じて公平に保険料 
　を支払うことになります。 
③　被保険者証が一人に１枚ずつ交付され、医療機関で診療 
　を受けるときは、この被保険者証のみを提示します。 
④　医療機関の窓口での自己負担割合は、現行の老人保健制 
　度と同じく１割（現役並み所得者は３割）です。 

後期高齢者医療制度の主なポイント 

特
定
高
齢
者
把
握
事
業
 

       
 

Ｑ
１
 

特
定
高
齢
者
っ
て
な
あ
に
？
 

 　
虚
弱
高
齢
者
の
な
か
で
、
介
 

護
予
防
事
業
の
参
加
が
望
ま
し
 

い
と
判
定
さ
れ
た
方
で
す
。
 

  Ｑ
2
 

特
定
高
齢
者
は
ど
う
い
う
 

　
　
ふ
う
に
選
ば
れ
る
の
？
 

 　
２
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

①
保
健
課
で
検
診
と
同
時
に
行
 

っ
て
い
る
生
活
機
能
評
価
を
受
 

け
た
際
に
、
該
当
に
な
っ
た
方
 

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

②
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー（
高
 

齢
者
の
相
談
機
関
、
包
括
支
援
 

セ
ン
タ
ー
の
協
力
機
関
）
の
職
 

員
の
訪
問
、
保
健
課
の
保
健
事
 

業
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
 

へ
の
来
所
相
談
・
訪
問
の
際
に
 

基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト（
２５
項
目
の
 

質
問
）を
実
施
し
、特
定
高
齢
者
 

の
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
 

に
健
診（
生
活
機
能
評
価
）を
受
 

診
し
て
い
た
だ
き
、
該
当
に
な
 

っ
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

  Ｑ
3
 

特
定
高
齢
者
に
な
っ
た
人
は
、
 

ど
ん
な
事
業
に
参
加
し
て
い
 

る
の
？
 

  

稚
内
市
地
域
包
括
支
援

稚
内
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し

ー
を
紹
介
し
ま
す
　
 

稚
内
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
　
 

第
１
回
　

特
定
高
齢
者
把
握
事
業
に
つ
い
て
 

 

（3回シリーズ） 

   　
寒
い
日
が
続
き
、
つ
い
家
の
 

中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
す
が
、
 

冬
こ
そ
元
気
に
体
を
動
か
し
ま
 

し
ょ
う
！
育
児
サ
ー
ク
ル
「
富
 

岡
ち
び
っ
子
広
場
」
「
あ
の
ね
 

の
会
」
と
在
宅
育
児
支
援
３
本
 

柱
が
合
同
で
運
動
会
を
開
催
し
 

ま
す
。
　
 

　
リ
ズ
ム
遊
び
に
水
夢
館
イ
ン
 

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
き
、
小
さ
 

な
お
子
さ
ん
か
ら
保
護
者
の
み
 

な
さ
ん
も
楽
し
め
る
大
運
動
会
。
 

　
緑
地
区
で
は
初
め
て
の
開
催
 

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
 

わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　
 

　
参
加
料
金
は
無
料
で
す
。
そ
 

れ
ぞ
れ
の
施
設
で
申
込
受
付
を
 

お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

日
時
／
１
月
２４
日
（
木
）
１０
時
 

　
〜
１２
時
（
受
付
／
９
時
３０
分
 

　
〜
１０
時
２０
分
）
　
　
　
 

会
場
／
緑
体
育
館
 

参
加
対
象
／
就
学
前
児
童
と
そ
 

　
の
保
護
者
 

申
込
締
切
／
１
月
１８
日
（
金
）
 

　
※
先
着
親
子
８０
組
 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
 

　
タ
ー
　
1
２
２
―
１
０
４
５
 

　
市
こ
ど
も
課
 

　
　
　
　
1
２
３
―
６
５
２
９
 

わ 
い 
わ 
い 
子 
育 
て 
支
援
コ
ー
ナ
ー
 

 　
今
年
度
２
回
開
催
い
た
し
ま
 

し
た
「
わ
い
わ
い
交
流
会
」
で
 

は
、
延
べ
１
４
７
組
の
親
子
約
 

３
０
０
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
 

大
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
 

し
た
。
 

　
交
流
会
の
様
子
は
こ
ち
ら
←
 

            　
稚
内
市
在
宅
育
児
支
援
３
本
 

柱
（
つ
ど
い
の
広
場
・
子
育
て
 

支
援
セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
 

で
は
、
「
手
作
り
ア
イ
ス
で
食
 

育
体
験
」
「
造
形
遊
び
で
感
性
 

を
豊
か
に
！
」
「
運
動
会
で
体
 

力
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
　
」
 

な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
交
流
 

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
　
 

　
先
輩
マ
マ
や
先
生
達
か
ら
の
 

ア
ド
バ
イ
ス
を
気
軽
に
聞
け
る
 

チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
市
こ
ど
も
課
 

　
　
　
　
1
２
３
―
６
５
２
９
 

！！ 
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123－4000
保健福祉センター1階 

　23－4586

●各種検診などの 
　　　　　　問い合わせ 
保健福祉センター 

●介護保険相談 
（毎月第3土曜日13：00～16：00） 

専用 

暮らしのお役立ち　 

市立図書館 休館案内 
（1月・2月） 

あなたがお持ちのパソコン、 
携帯電話からも市の行事、 
検診日程をご覧いただけます。 

QRコードはこちら 
●パソコン用URL 
　http : //www.city.wakkanai.hokkaido.jp 
　（イベント情報から） 
●携帯用URL 
　http : //www.city.wakkanai.hokkaido.jp/ 
　　　　　　　　　　　 mobile/m/01gyouji.html 

8

●毎週月曜日 
● 1月31日（木） 
● 2月28日（木） 

7 木 

9 土 

11 月 

12 火 

10 日 

8 金 

16 土 

17 日 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

●  
 
マタニティ教室 
（13：00～） 
●  
 
ヘルスアップ教室 
（18：30～20：00） 

13 水 

●  
 
ヘルスアップ教室 
（9：30～11：30） 
●  
 
特定高齢者 
いきいき健康運動教室 
（10：00～12：00） 

●  
 
特定高齢者 
いきいき健康運動教室 
（10：00～12：00） 

18月 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

●  
 
なんでも健康相談 
（9：30～11：30） 

●  
 
なんでも健康相談 
（13：00～15：00） 

●  
 
乳幼児フッ化物塗布 
（13：00～16：00） 

各種検診等の会場は、 

保健福祉センターです。 

● 
 
無料法律相談 
〔彩北法律事務所 
　　  吉岡  征雄さん〕 
※要予約 市民生活課 
　　　（1 23－6413） 

19 火 

21 木 

● 
 
マタニティ教室 
（10：00～） 

22 金 

23 土 

24 日 

● 
 
１歳児健康相談 
（10：00～10：45） 
（H19年1月1日～ 
　　　　　1月28日生） 

25 月 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

28 木 

26 火 

●  
 
子宮がん検診 
（8：30～9：45） 
（12：30～13：45） 

29 金 

27 水 

● 
 
股間節脱臼検診 
（9：15～9：45） 
（H19年11月生） 

● 
 
乳がん検診 
（8：30～10：30） 
（12：30～14：00） 

● 
 
パパ・ママ教室 
（10：00～12：00） 

● 
 
ナイスシルバー教室 
（10：00～12：00）　　　 

● 
 
こころの健康相談 
（13：30～16：00） 
稚内保健所 

● 
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 

14 木 

●  
 

1歳半児健診 
（11：15～11：45） 
（H18年7月13日～ 
　　　　　8月4日生） 

●  
 
乳児健診 
（12：30～13：45） 
（H19年10月生） 

15 金 

●  
 

3歳児健診 
（12：00～12：30） 
（H16年11月26日～ 
　　　　　12月25日生） 

● 
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 20 水 

● 
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 
● 
 

8020教室 
（12：30～13：30） 

1 金 

● 
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

2 土 

● 
 
胃・大腸・肺・前立腺 
がん検診 
（6：30～10：30） 

3 日 

● 
 
胃・大腸・肺・前立腺 
がん検診 
（6：30～10：30） 

● 
 
なんでも健康相談 
（9：30～11：30） 

4 月 

● 
 
胃・大腸・肺・前立腺 
がん検診 
（6：30～10：30） 

● 
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 

6 水 

● 
 
特定高齢者 
いきいき健康運動教室 
（10：00～12：00） 

5 火 

● 
 
ナイスシルバー教室 
（10：00～12：00） 
● 
 
乳児健康相談 
（13：00～14：00） 
（H19年5月31日～ 
　　　　　6月30日生） 

15 火 

17 木 

26 土 

27 日 

31 木 

20 日 

● 稚内法律相談センター 
（有料・要予約） 
（旭川弁護士会 
　　10166－51－9527） 

16 水 

●  
 
特定高齢者 
いきいき健康運動教室 
（10：00～12：00） 
●  
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 

18 金 

●  
 

3歳児健診 
（12：00～12：30） 
（H16年11月1日～ 
　　　　　11月25日生） 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

22 火 

● 
 
マタニティ教室 
（13：00～） 

● 
 
健口教室 
（10：00～11：30） 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

● 
 

1歳半児健診 
（11：15～11：45） 
（H18年6月21日～ 
　　　　　7月12日生） 

24 木 

25 金 

● 
 
乳児健診 
（12：30～13：45） 
（H19年8月28日～ 
　　　　　9月30日生） 

●  
 
なんでも健康相談 
（9：30～11：30） 

●  
 
ナイスシルバー教室 
（10：00～12：00） 

●  
 
マタニティ教室 
（13：00～） 

28 月 

19 土 

● 
 
乳幼児フッ化物塗布 
（9：00～12：00） 

21 月 

● 
 
なんでも健康相談 
（9：30～11：30） 
● 
 
こころの健康相談 
（13：30～16：00） 
稚内保健所 

30 水 

● 
 
股間節脱臼検診 
（9：15～9：45） 
（H19年10月生） 
● 
 
特定高齢者 
いきいき健康運動教室 
（10：00～12：00） 
● 
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 

23 水 

● 
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 

● 
 
特定高齢者 
いきいき健康運動教室 
（10：00～12：00） 

● 
 

8020教室 
（12：30～13：30） 

29 火 

● 稚内法律相談センター 
（有料・要予約） 
（旭川弁護士会 
　　10166－51－9527） 

2月 如月 
［きさらぎ］ 

各種検診等の会場は、 

保健福祉センターです。 
1月 睦月 

［むつき］ 

　「
コ
ク
ミ
ン
ネ
ン
キ
ン
？
加
 

入
す
る
の
？
」
と
思
わ
れ
る
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
 

は
各
世
代
が
お
互
い
に
支
え
あ
 

う
制
度
で
す
。
 

20
歳
に
な
っ
た
ら
皆
様
に
加
入
 

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

　
あ
な
た
の
将
来
や
万
が
一
の
 

事
態
に
備
え
て
、
忘
れ
ず
に
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
市
総
合
窓
口
課
 

　
　
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
1
2
3
―
6
4
1
0

　
旭
川
弁
護
士
会
に
よ
る
『
稚
 

内
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
』
が
毎
 

月
1
回
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
弁
護
士
に
依
頼
し
た
い
こ
と
、
 

有
料
で
も
よ
い
か
ら
時
間
を
か
 

け
て
相
談
し
た
い
等
の
希
望
の
 

あ
る
方
は
、
事
前
に
ご
予
約
を
 

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
受
け
ら
れ
 

ま
す
。
 

【
旭
川
弁
護
士
会
 

稚
内
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
】
 

会
　
場
／
稚
内
市
港
1
丁
目
2
 

　
番
3
号
　
郡
ビ
ル
2
階
 

開
設
日
／
1
月
29
日
、
2
月
26
 

　
日
、
3
月
25
日
 

　
※
4
月
以
降
の
開
設
日
は
、
 

　
　
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
 

　
　
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
 

開
設
時
間
／
 

　
午
後
2
時
〜
午
後
5
時
 

相
談
料
／
5，
0
0
0
円（
相
談
 

　
時
間
1
人
30
分
、
当
日
会
場
 

　
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。）
 

予
約
方
法
／
電
話
で
直
接
旭
川
 

　
弁
護
士
会
に
予
約
し
て
下
さ
 

　
い
。
 

予
約
先
／
旭
川
弁
護
士
会
 

　
1
0
1
6
6
―
5
1
―
9
5
 

　
　
2
7
 

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
 

　
　
毎
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
 

　
　
4
時
ま
で
）
 

そ
の
他
／
 

　
・
担
当
弁
護
士
は
お
申
込
み
 

　
　
の
際
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
 

　
　
い
。
 

　
・
相
談
担
当
弁
護
士
に
事
件
 

　
　
処
理
を
委
任
す
る
こ
と
が
 

　
　
で
き
ま
す
。
　
 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
 

旭
川
弁
護
士
会
に
よ
る
 

　
稚
内
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て
 

稚内市のホームページについて、皆さんのご意見をお聞かせ下さい。www.city.wakkanai.hokkaido.jp

オープン日  12月22日（予定） 
 

開設時間  10時～21時 
　　　　　（日曜日は17時まで） 
◎12月31日・1月1日は休業 
問い合わせ／こまどりスキー場 122－4564

※積雪状況によっては、オープン日が延期 
　する場合があります。 

こまどりスキー場の　　 
　　　オープン予定について 
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受
講
料
／
無
料
 

定
　
員
／
60
名
（
定
員
に
な
り
 

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
 

　
稚
内
地
方
気
象
台
防
災
業
務
 

　
課
　
1
2
3
―
2
6
7
9

　
大
雨
・
暴
風
、
地
震
・
津
波
 

等
の
災
害
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
 

地
震
発
生
時
の
避
難
や
防
災
ゲ
 

ー
ム
、
図
上
訓
練
な
ど
身
を
守
 

る
た
め
の
知
識
に
つ
い
て
分
か
 

り
や
す
く
解
説
す
る
「
稚
内
市
 

民
防
災
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

日
　
時
／
1
月
20
日（
日
）9
時
 

　
〜
16
時
（
8
時
30
分
開
場
）
 

場
　
所
／
市
役
所
5
階
　
正
庁
 

対
　
象
／
高
校
生
以
上
 

稚
内
市
民
防
災
講
座
を
開
催
し
ま
す
 

　
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
 

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
こ
ど
も
課
育
成
グ
ル
ー
プ
 

　
1
2
3
―
6
5
3
0

　
直
接
保
育
園
へ
お
問
い
合
わ
 

　
せ
く
だ
さ
い
。
 

そ

の

他
／
 

・
審
査
が
終
了
し
た
後
、
結
果
 

　
を
通
知
し
ま
す
。
 

・
入
所
が
決
ま
っ
た
方
は
、
す
 

　
み
や
か
に
必
要
な
関
係
書
を
 

胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
の
ご
案
内
 

  　
市
内
各
保
育
所
で
は
、
平
成
 

20
年
度
の
入
所
児
童
を
次
の
と
 

お
り
募
集
し
ま
す
。
 

募
集
期
間
／
1
月
22
日（
火
）〜
 

　
2
月
4
日（
月
）（
※
土
・
日
 

　
は
除
き
ま
す
。）
 

※
入
所
申
込
書
は
1
月
11
日
 

　（
金
）か
ら
配
布
し
ま
す
。
 

受
付
場
所
／
市
こ
ど
も
課
・
各
 

　
保
育
所
 

入
所
の
条
件
／
保
護
者
が
「
家
 

　
庭
の
外
な
ど
で
仕
事
を
し
て
 

　
い
る
」
「
日
常
的
に
病
人
な
 

　
ど
の
介
護
を
し
て
い
る
」
な
 

　
ど
の
要
件
に
よ
っ
て
、
昼
間
 

　
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
 

　
場
合
に
限
り
ま
す
。
 

※
入
所
の
条
件
に
該
当
し
て
い
 

　
て
も
、
そ
の
家
庭
に
い
る
保
 

　
護
者
以
外
の
方
（
祖
父
母
や
 

　
兄
弟
な
ど
）
が
保
育
で
き
る
 

　
場
合
は
、
入
所
で
き
ま
せ
ん
。
 

  保

育

料
／
保
育
料
は
、
世
帯
 

　
（
保
護
者
等
）
の
平
成
19
年
 

　
分
所
得
税
額
の
合
計
と
入
所
 

　
す
る
児
童
の
年
齢
に
よ
っ
て
 

　
決
ま
り
ま
す
。
な
お
、
世
帯
 

　
の
状
況
に
よ
っ
て
は
保
育
料
 

　
が
「
減
額
」
に
な
る
場
合
が
 

　
あ
り
ま
す
。
 

保
育
時
間
／
 

・
通
常
保
育
時
間
…
7
時
〜
18
 

　
時
 

・
延
長
保
育
時
間
…
18
時
〜
19
 

　
時
 

給
　
　
食
／
公
立
保
育
所
は
、
 

　
3
歳
未
満
の
児
童
は
、
完
全
 

　
給
食
。
3
歳
以
上
児
は
、
副
 

　
食
（
お
か
ず
）
給
食
で
す
の
 

　
で
主
食
を
ご
家
庭
で
用
意
し
 

　
て
く
だ
さ
い
。
私
立
保
育
園
 

　
は
、
完
全
給
食
で
す
が
3
歳
 

　
以
上
児
の
主
食
分
は
保
育
料
 

　
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
 

　
円
 

¡
肺
が
ん
検
診
…
2
0
0
円
 

¡
喀
痰
検
診
…
3
0
0
円
（
必
 

　
要
な
方
の
み
）
 

※
70
歳
以
上
、
市
町
村
民
税
非
 

　
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
 

　
の
方
は
無
料
で
す
。
 

検
診
会
場
／
 

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

問
い
合
わ
せ
／
市
保
健
課
 

　
1
2
3
―
4
0
0
0

日
　
時
／
2
月
2
日（
土
）〜
4
 

　
日（
月
）
 

受
付
時
間
／
6
時
30
分
〜
10
時
 

　
30
分
 

対
　
象
／
 

¡
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診
…
 

　
35
歳
以
上
の
市
民
 

¡
前
立
腺
が
ん
検
診
…
50
歳
以
 

　
上
の
男
性
 

料
　
金
／
 

¡
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
 

　
腺
が
ん
検
診
…
1，
0
0
0

平
成
20
年
度
　
保
育
所
入
所
児
童
募
集
の
お
知
ら
せ
 

2008年 （平成20年） 1月 

　
高
齢
に
な
る
ほ
ど
肺
炎
に
か
 

か
る
確
率
が
高
く
、
そ
の
中
で
 

も
肺
炎
球
菌
に
よ
る
も
の
が
多
 

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
、新
事
業
と
し
て「
肺
 

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
接
 

種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
接
種
料
 

金
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。
 

接
種
対
象
者
／
稚
内
市
に
住
民
 

　
登
録
又
は
外
国
人
登
録
さ
れ
 

　
て
い
る
、
接
種
当
日
満
70
歳
 

　
以
上
の
方
 

受
付
期
間
／
1
月
15
日（
火
）〜
 

　
通
年
 

受
付
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
 

　
ー
窓
口
 

※
お
申
込
み
時
に
予
防
接
種
受
 

　
診
券
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
   　

日
（
1
年
間
）
 

申
請
用
紙
／
 

・
建
設
工
事
・
設
計
・
測
量
…
 

　
市
町
村
統
一
様
式
 

・
物
品
（
学
校
給
食
用
物
資
を
 

　
含
む
）
の
納
入
及
び
委
託
業
 

　
務
…
市
指
定
様
式
 

資
格
要
件
／
建
設
工
事
は
、
平
 

　
成
20
年
1
月
1
日
現
在
に
お
 

　
い
て
建
設
業
法
に
よ
る
許
可
 

　
を
受
け
て
か
ら
、
引
き
続
き
 

　
2
年
以
上
の
事
業
を
営
み
、
 

　
経
営
事
項
審
査
を
受
け
て
有
 

　
効
な
総
合
評
定
値（
Ｐ
点
）の
 

　
通
知
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
 

　
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
市
内
 

  　
平
成
20
年
度
に
市
（
水
道
事
 

業
・
病
院
事
業
・
消
防
事
務
組
 

合
を
含
む
）
が
発
注
す
る
建
設
 

工
事
・
設
計
・
業
務
委
託
・
物
 

品
等
の
競
争
入
札
に
参
加
さ
れ
 

る
方
の
資
格
申
請
（
追
加
申
請
）
 

を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
。
 

※
平
成
19
・
20
年
度
の
登
録
を
 

　
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
市
税
及
び
消
費
税
 

　
の
納
税
証
明
書
は
全
社
提
出
 

　
し
て
く
だ
さ
い
。
 

受
付
期
間
／
1
月
15
日（
火
）〜
 

　
2
月
14
日（
木
）
 

資
格
有
効
期
間
／
平
成
20
年
4
 

　
月
1
日
〜
平
成
21
年
3
月
31
 

　
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、
保
 

　
健
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

接
種
医
療
機
関
／
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
森
の
風
、
じ
け
い
小
児
科
内
 

　
科
、
市
立
稚
内
こ
ま
ど
り
病
 

　
院
、
市
立
稚
内
病
院
、
た
か
 

　
は
し
内
科
胃
腸
科
、
道
北
勤
 

　
医
協
宗
谷
医
院
、
横
田
内
科
 

　
医
院
、
稚
内
禎
心
会
病
院
 

　
　
　
　
（
あ
い
う
え
お
順
）
 

※
か
か
り
つ
け
の
病（
医
）院
で
 

　
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
 

　
す
。
 

接
種
開
始
日
／
2
月
1
日（
金
）
 

接
種
回
数
／
生
涯
1
回
 

料
金（
自
己
負
担
）／
3，
5
0
 

　
0
円
（
医
療
機
関
の
窓
口
で
 

　
お
支
払
い
下
さ
い
。）
 

入
札
参
加
希
望
者
の
み
な
さ
ま
へ
　
申
請
は
2
月
14
日
ま
で
に
！
 

高
齢
者「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
 

  　
登
録
区
分
に
つ
い
て
は
、
市
 

　
内
に
本
店
を
有
す
る
も
の
又
 

　
は
支
店
等
を
有
し
、
そ
の
支
 

　
店
等
に
入
札
及
び
契
約
に
関
 

　
す
る
一
切
の
権
限
等
を
委
任
 

　
し
て
お
り
、
か
つ
そ
の
支
店
 

　
等
で
1
年
以
上
の
営
業
実
績
 

　
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
そ
の
他
の
業
種
は
、
平
成
20
 

　
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、
 

　
引
き
続
き
1
年
以
上
の
事
業
 

　
を
営
ん
で
い
る
こ
と
。
 

受
付
・
問
い
合
わ
せ
／
市
財
政
 

　
契
約
課
契
約
グ
ル
ー
プ
1
2
 

　
3
―
6
3
9
1

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
 

　
は
、
申
請
書
（
減
免
申
請
）
 

　
の
提
出
に
よ
り
無
料
で
す
。
 

　
（
手
続
き
は
保
健
課
）
 

問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
保
健
課
 

　
1
2
3
―
4
0
0
0

経
営
 

※これからの入退所の状況によっては、募集人数が増減すること 
　もあります。 

【募集予定人数】 

公
　
　
立
 

私
　
　
立
 

保 育 所 名  

（潮見1-1-10） 
133-4558

白樺保育所 

（大黒3-4-24） 
122-0218

港 保 育 所 

（富岡4-18-6） 
132-2727

富岡保育園  

（宝来2-8-17） 
123-5180

もぐもぐ保育園 

（中央2-16-12）122-2530

オアシス保育園 
（大谷幼稚園） 

0歳 

6人 

6人 

6人 

0人 

6人 

1歳 

5人 

5人 

5人 

0人 

12人 

2歳 

0人 

0人 

0人 

12人 

12人 

3歳 

2人 

2人 

0人 

0人 

10人 

4歳 

2人 

2人 

0人 

0人 

10人 

5歳 

1人 

1人 

0人 

0人 

10人 

か
く
 た
ん
 



今
回
の
「
広
報
わ
っ
か
な
い
」
は
1
8,
9
0
0
部
製
作
し
、
一
部
あ
た
り
の
印
刷
経
費
は
4
1
円
3
7
銭
で
す
。
 

この広報紙は、エコマーク認定の古紙配合率100%再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています 稚内市は、（財）日本環境協会の承認を得て、エコマークをシンボルマークとして使用しています。 
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堤
ド
ー
ム
、
市
内
の
施
設
や
 

　
各
家
庭
 

◆
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
の
 

　
ご
案
内
 

　
誰
に
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
 

が
で
き
る
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
。
 

作
り
方
は
指
導
い
た
し
ま
す
の
 

で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

日
　
時
／
2
月
9
日（
土
）午
後
 

　
1
時
〜
 

場
　
所
／
北
防
波
堤
ド
ー
ム
 

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
 

　
の
で
、
当
日
直
接
お
越
し
く
 

　
だ
さ
い
。
 

主
　
催
／
稚
内
み
ん
な
の
冬
連
 

　
携
会
議
 

  問
い
合
わ
せ
／
稚
内
み
な
と
ま
 

　
ち
づ
く
り
懇
談
会
　
1
2
3
 

　
―
8
8
3
1

  　
今
年
も
市
内
各
所
で
、
各
団
 

体
・
個
人
に
よ
る
、
お
よ
そ
7，
 

0
0
0
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
一
 

斉
に
点
灯
さ
れ
ま
す
。
 

　
キ
ャ
ン
ド
ル
に
彩
ら
れ
た
冬
 

な
ら
で
は
の
稚
内
の
街
並
み
を
 

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

点
灯
日
時
／
2
月
9
日（
土
）・
 

　
10
日（
日
）午
後
5
時
〜
午
後
 

　
9
時
（
北
防
波
堤
ド
ー
ム
は
 

　
9
日
の
み
）
 

場
　
所
／
中
央
ア
ー
ケ
ー
ド
、
 

　
大
黒
地
区
バ
ス
通
り
沿
い
、
 

　
大
黒
交
番
横
広
場
、
市
立
図
 

　
書
館
、
大
黒
オ
レ
ン
ジ
通
り
、
 

　
大
黒
旧
Ｊ
Ｒ
跡
地
、
北
防
波
 

米村圭伍・著　新潮社 

「おたから蜜姫」 
　　　　　　　　　かぐや姫が五人の求婚者にねだったものを探し 
　　　　　　　　だせ。究極の宝探しと謎解きの幕が開く！存続の 
　　　　　　　　危ぶまれる讃岐の小藩に千載一遇の好機到来！大 
　　　　　　　　藩の伊達家から縁談が持ち込まれた。しかし、そ 
　　　　　　　　の条件はかぐや姫が所望した宝を持参せよ‥‥。 
　　　　　　　　花嫁修業ならぬ隠密稼業にいそしむ蜜姫が『ダ・ 
　　　　　　　　ヴィンチ・コード』よりスリリングな歴史発見と 
大冒険へとご案内します。好評『おんみつ蜜姫』につづく、待望の 
シリーズ第二弾。 

第669号 

（敬称略） 寄附ありがとうございます 寄附ありがとうございます 
¡特別養護老人ホーム富士見園へ　s大窪　恭子 
　s富士見町内会婦人部 
¡デイサービスセンター潮見園へ　s藤田　ミヨ
¡稚内はまなす学園へ　s北栄町内会婦人部 
¡稚内緑ヶ丘学園へ　s北栄町内会婦人部 

井 戸 端 情 報 館  

【一般書】 
「仏果を得ず」 
「日と米―日本史原論―」 
「ペンギンの足はなぜ凍らないの？　―脳細胞がワクワクする 
　雑学の本―」 
「『脱・冷え症』で、さびない、むくまない、 
　太らない―漢方養生が決め手―」 
「石油ピークが来た―崩壊を回避する『日本のプランＢ』―」 
 
【児童書】 
「わたしのノラネコ研究」 
「家族で食育！朝ごはん１　からだに元気！朝ごはん」 
 
「楽しく演じて、敬語の達人１　これなら使える敬語13場面」 
 
「青い鳥」 
「ヒトラーのはじめたゲーム」 

市立図書館 
123－3874

冬
の
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
 

冬
の
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
 

　
生
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
）
 

　
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

応
募
対
象
／
小
学
生
以
上
 

応
募
締
切
／
1
月
31
日（
木
）
 

※
当
日
消
印
有
効
 

応
募
条
件
／
 

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
20
字
以
内
 

・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
Ａ
4
版
 

　
用
紙
を
使
用
 

・
未
発
表
の
も
の
 

・
宗
谷
地
方
の
特
色
を
い
か
し
 

　
た
も
の
 

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
大
会
 

　
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
 

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
 

※
1
人
何
点
で
も
応
募
可
 

使
用
目
的
／
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
 

　
グ
ラ
ム
な
ど
 

入
賞
記
念
品
／
採
用
さ
れ
た
方
 

　
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
 

発
　
表
／
2
月
下
旬
 

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
／
「
第
 

　
46
回
北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
 

　
ツ
大
会
」
事
務
局
（
市
社
会
 

　
福
祉
課
内
）
 

　
〒
0
9
7
―
8
6
8
6
 

　
稚
内
市
中
央
3
丁
目
13
番
15
号
 

　
1
2
3
―
6
4
5
3
 

　
5
2
3
―
4
0
3
8
 

　
電
子
メ
ー
ル
 

　fukushi@
city. 

　w
akkanai.hokkaido.jp

　
平
成
20
年
7
月
20
日（
日
）、
 

稚
内
市
、
豊
富
町
で
「
第
46
回
 

北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
 

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
開
催
 

に
向
け
て
本
大
会
を
広
く
皆
さ
 

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
 

参
加
者
や
市
民
の
皆
様
に
親
し
 

ま
れ
、
愛
さ
れ
る
『
ス
ロ
ー
ガ
 

ン
』
と
『
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
』
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

応
募
方
法
／
封
筒
か
ハ
ガ
キ
、
 

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
 

　
で
ご
応
募
下
さ
い
。
作
品
に
 

　
は
簡
単
な
説
明
を
加
え
、
住
 

　
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
 

　
齢
、
電
話
番
号
、
そ
の
他
（
学
 

北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の『
ス
ロ
ー
ガ
ン
』、 

　
　
　
　
　
『
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
』を
募
集
し
ま
す
 

2008年 （平成20年） 1月 

 
……………………………………………三浦しをん・著 

…………………………………爆笑問題・著 
 

……ミック・オヘア編　東本貢司・訳 
 

……………………渡邉賀子・監修 
 

……石井吉徳・著 
 

…………………………………山根明弘・著 
 

……服部幸応・服部津貴子・監修 
 

……蒲谷宏ほか・監修 
……………メーテルリンク・原作　いもとようこ・文・絵 

 
……アンドレア・ウォーレン・著　林田康一・訳 

問い合わせ／市民生活課生活交通グループ 123－6413

※有料の場合がありますので、お問い合わせください。 ※有料の場合がありますので、お問い合わせください。 

【総合文化センター　122－2727】 
文化センターイベント情報 

《譲ってほしいもの》 
　¡ビデオデッキ（ＶＨＳ）　¡電気ストーブ 
　¡ワープロ（富士通オアシス／メーカー不問） 
　¡スキー一式（板100～110㎝・靴20㎝・ストック） 
　¡スキー一式（板130㎝・靴20～22㎝・ストック） 
　¡歩行器　¡東中学校男子制服（180㎝・Ｂ体） 
　¡ソファーベッド　¡電動ミシン 
　¡スキー靴（20㎝）　¡ＤＶＤプレーヤー　¡電気ポット  
《譲りたいもの》 
　¡ステッパー（ハの字・無料） 
　¡学習机（女児用・イスつき・有料／イスなし・無料） 
　¡男児洋服（110～120㎝・無料）　¡ポット式床暖ストーブ（有料） 
　¡おひなさま（ 7 段飾り・有料） 
　¡衣装ケース（プラスチック製・無料）　¡鳥かご（有料） 
　¡スノーボード（143㎝・女性用・バインディングつき・無料） 
　¡チャイルドシート 
　　（ 4 ヵ月～・無料／新生児～・有料／新生児～・無料） 
　¡ジュニアシート（ 3 歳～・無料） 
　¡幼児用収納棚（木製・無料） 

〔小ホール〕 

〔大ホール〕 

月 日  催　　物　　名  入場料 
時　間 
開演 終演 

曜
日 

日 10 9:30第42回わっかない市民かるた大会 

平成20年　稚 内 市 成 人 式 典  

土 
日 

2
3

土 
日 

2
3

月 日  催　　物　　名  入場料 
時　間 
開演 終演 

曜
日 

1

2

2

月 14

日 13
10:00

13:00
中学生以上 
500円 

無　料 

無　料 

無　料 2007まなびふれあいフェスタinわっかない 
きて・みて・さわって文化センター 

第30回稚内地区管楽器ソロコンクール 
第31回稚内地区アンサンブルコンクール 
2007まなびふれあいフェスタinわっかない 
きて・みて・さわって文化センター 
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